












































































































Ｋ・Ｅ Ｔ・Ｉ Ｋ@Ｗ Ｔ・Ｔ Ｔ､Ｉ Ｔ､Ａ Ｅ・Ａ Ｈ､Ｈ Ｒ・Ｙ Ｋ,Ａ ＭＤ
年令 3６ 3６ 2２ 2３ 2０ 2０ 1９ 2０ 2０ 1９ 1９ 2７
身長 175 157 181 165 170 167 170 172 165 170 167 165
体重 6５ 5９ 7０ 6０ 7２ 6０ 7２ 6５ 6０ 5５ 5７ 5７
経験年数 2３ 2０ 1０ 1５ ８ 1０ ７ ８ ８ ３ ２ １



















哀 …＝岳。 … 志… 錘 ￣｜
合計， ，L5１ 1箒 …Lii］… ７１．５ ,… ‐ｊ｜汎ｌｌｉ６ｌＬ ３．４ １２．６
？＜０．０※※※：Ｐ＜０．０１ ￣二世二コ撫三と雪竺一」
上級者 中級者 初級者

































































































































































































面一小手 有意性 一胴 有意 胴一小 有意性
者 60.4％-72.5％ ナシ 60.4％-81.4％ １％ 81.4％-72.5％ ナシ
者 67.4％-57.8％ ５％ 67.4％-45.1％ １％ 45.1％-57.8 2.5％
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た。
上級者と中級者の反応時間は統計的に有
意な差は認められなかった。
このうち失敗した場合の平均値は上級者
よりも４．１，sec速くなり１１９．７，sec（S、
Ｄ29）であった。
熟練度による時間の短縮は統計的に有意
な差は見られなかった。（表５－９）
一方、成功した場合の平均値は上級者よ
りも３．２，sec速くなり１１９．８，sec（Ｓ
Ｄ３Ｄ）であった。
熟練度による時間の短縮は統計的に有意
な差はみられなかった。（表６－９）
防禦に成功した場合と失敗した場合の両
者には統計的に有意な差は認められなかっ
た。
(3)初級者
防禦に失敗した場合をも含めた反応時間
の平均値は１２９．２，sec（S､Ｄ5.4）であり、
上級者よりも平均値で６．０，sec、中級者よ
り９．４，sec遅くなった。上級者との間に
は統計的有意な差は認められなかったが、
中級者との間には５％水準で有意な差が認
められた。
このうち失敗した場合の平均値は上級者
よりも５．４，sec、中級者で９．５，sec遅く
なり、１２９．２，sec（ＳＤ5.9）であった。熟
練度の差による時間の延長は上級者、中級
者の間に統計的に有意な差はみられなかつ
た。（表５－ｈ．ｉ）
一方、成功した場合の平均値は上級者よ
りも１１．３，sec、中級者で１４５，sec遅く
なり１３４．３，sec(S､Ｄ8.2）であった。熟練
度の差による時間の延長は上級者との間に
は統計的（表６－ｈ）に有意な差は認めら
れなかったが、中級者との間に５％水準で
有意な差が認められた。（表６－ｉ）
なお、防禦に成功した場合と失敗した場
合の両者には統計的に有意な差はみられな
かった。
１Ｖ考察
本研究は剣道の経験者を対象として打ち手の
攻撃を防禦することをさせた。その結果、防禦
率は上級者71.5％、中級者56.8％、初級者１２．
６％であり、上級者と中級者･初級者、中級者と
初級者との間にそれぞれ１％水準で統計的に有
意な差が認められた。
中級者の56.8％は恵士，)が剣道の未経験者に
防禦の学習を１ヶ月間行わせた値59.5％とほ
ぼ同じであり、初級者の12.6％は未経験者の
８％よりもやや大きい値であった。
剣道において：)絶対に有効な打突をとられな
い条件は防禦動作が相手の打突動作よりも速い
ことであり、また有効打突を成立させる条件は
相手の防禦動作よりも打突動作が速いことであ
る。このことは攻撃側と防禦側の各動作時間の
長短の争いと考えることができる。
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防禦に成功した場合と失敗した場合について
防禦所要時間を比較検討してみると、剣道技術
の熟練度の差に関係なく統計的に有意な差が認
められた。
このことは、防禦の成功、失敗に時間的要因
が影響を与えていることを示すものである。し
たがって防禦に成功するためには、ある一定の
限界時間があるものと考えられる。この限界時
間は相手の打突時間によって異なるが本研究に
おける防禦成功時間は上級者349.7,sec､中級
者347.6,sec、初級者３３７．２，secであった。
星川2)が示した防禦時間は３１８，secであり、
また恵土，)は防禦可能な時間を４３８．４，sec
～453.1,sec､防禦不可能な時間を４９０．５，sec
～5492,secと報告している。
本研究で得られた値は星川の３１８，secより
も大きく、恵土の438.4～453.1,secよりも小
さく、差がみられたが、これは実験条件の相違
によるものと思われる。すなわち星川の実験で
は防禦部位が面に限定されたものであったが本
実験においては防禦部位が３ケ所の面、小手、
胴を含んだものであった。また恵士の実験は、
剣道の経験を有しない被検者が防禦の学習を１
ケ月行って得た値であった。
攻撃者の打撃動作を認知してから防禦動作を
起すまでの反応時間（中級者と初級者との間に
５％水準で統計的に有意な差が認められた外
は）にも、また防禦動作を開始してから防禦が
完了するまでの動作時間にもそれぞれ剣道技術
の熟練度の差による時間的差は認められなかっ
た。にもかかわらず、熟練度の差によって防禦
率に大きな差が生じたことは、時間的要因の他
に防禦率向上にはたらく他の要因があるものと
推察される。
星川2)は剣道において、もし相手の打突を竹
刀の動き以前に察知すれば打突時間よりも防禦
時間が遅くても防禦は可能となることを報告し
ている。また、恵土7)らは剣道に対する数多くの
練習の積み重ねによって相手とのやりとりにお
ける情報を有していることが防禦成功の条件の
１つであることを報告している。
防禦時間が剣道の技術の差によって不変であ
るにもかかわらず、防禦率において大巾な差が
みられた。この原因については本研究から明確
な結論をひき出すことはできないが少くとも時
間的要因によるものではないといえよう。
Ｖまとめ
剣道の技術に差のある剣道経験者を対象に剣
道の防禦動作を行わせたところ、次のような知
見を得た。
１防禦率は上級者71.5％、中級者56.8％、初
級者12.6％であった。
２防禦が成功した場合の防禦所要時間の平均
値は上級者３４９．７，sec±4.0、中級者347.6
,sec±16.5､初級者３３７．２，sec±9.4であっ
た。
３防禦が失敗した場合の防禦所要時間の平均
値は４１５．８，sec±10.3､中級者448.7,sec
±33.3､初級者503.2,sec±28.5であった。
４防禦が成功した場合の動作時間の平均値は
上級者２２６．７，sec±７．５、中級者２２７８
，sec±142、初級者２０２．８，sec±12.4で
あった。
５防禦が失敗した場合の動作時間の平均値は
上級者２９２．０，sec士15.8、中級者３１７．０
，sec±36.9、初級者３７４．０，sec±22.6で
あった。
６防禦が成功した場合の反応時間の平均値は
上級者１２３．０，sec±３．６、中級者１１９．８
，sec±3.0、初級者134.3,sec±8.2であっ
た。
７防禦が失敗した場合の反応時間の平均値は
上級者１２３．８，sec±9.1、中級者１１９．７
，sec±２９初級者１２９．２，sec±５．９であっ
た。
（本研究に際して愛知県立大学の星川保先生
にいろいろと助言をいただいた｡ここに記して、
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